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２０２１年度のオレンジリボン運動活動報告 
 

私たちが運営している子育て支援施設「すくすく泉」に、壁にポスターを貼

り、活動の周知をしています。 

 

11月の児童虐待防止推進月間中には、スタッフがみんなオレンジリボンバッヂ

をつけて、提供いただいたマスクを利用者や近隣の方へ配布しました。その際、

もともと私たちは虐待に至る前の予防的な観点から、人とのつながりを大切にし

ている施設として、「つらい時はひろばに来てね、話してね、頼ってね」という内

容のコメントカードを添えて渡しました。 

 

その後、施設外でも地域の方の目に留まるように、バッジをスタッフのバッグ

などにつけて、通勤をしています。 

 

 スタッフは、地域で子育てをしてきた者が多いため、オレンジリボン運動を通

して、地域に広く知らせる活動をしました。毎月 2回、近くのコミュニティーセ

ンターにて出張おやこひろばを開催。その際にチラシを配布しました。 

 

子育て支援施設には、専門機関と連携をとりながら、孤立子育てをなくし、子

育てのストレスを緩和するという役目があり、多くの親子の支援をしてきまし

た。 

 

また、施設では一時預かりを行なっており、子ども家庭支援センターなどと連

携し、実際に育児不安を抱えた親から一時的に預かることもしました。 

 

子どもの虐待が実際に起きる可能性があることを知ってもらうこと、また、特

別な家庭にだけ起こることではないことを知ってもらうこと、日常的な人とのか

かわりのなかで、一線を越えない支援体制を続けていこうと思っています。 

 

この度のオレンジリボン運動活動は、いままでの活動にさらに幅を持たせる活

動になったと感じています。 
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2022年度オレンジリボン運動 

活動計画 

 
引き続き、施設内にポスター掲示。 

 

毎月 2回のコミュティ―センターでのチラシ配布。 

 

スタッフ全員のバッジ装着。 

 

親子と地域の方が集うイベントでの周知活動（年に 2回予定・日程未定） 

 

現段階で予定している企画等がありましたら、わかる範囲で、ご記入ください。 

 

※頂戴しました情報は、当会による取材や当会ホームページへの掲載など、支援企業・

団体の皆様との連携を促進するため活用させていただきます。 


